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SBIグループの重要課題

社会とともに持続的に成長する
企業を目指します

サステナビリティ基本方針

SBIグループは持続可能な社会の実現および当社グループの持
続的成長の実現に向け、2021年12月に「サステナビリティ基本
方針」を策定しました。

SBIグループは創業以来、「企業は社会の一構成要素であり、社
会に帰属しているからこそ存続できる」という変わらぬ考えのも
と、社会の維持・発展に貢献することを目指しています。
　常に時流を捉え、世のため人のためとなるような革新的な事業
を創造することこそが、社会的責任の遂行と持続的な成長の要
であると考えています。また、人に徳があるように企業にも「社
徳」があり、企業としての社会的責任を果たすことで「社徳」が高
まり、企業を取り巻く幅広いステークホルダーから信頼される

「強くて尊敬される企業」となると考えています。 

　こうした方針や考え方は、SBIグループの経営理念の中に具現
化されており、常に社会に必要とされる企業グループであり続け
るため、役職員は事業活動の推進においてこの企業哲学を反映
させています。
　SBIグループは、社会的正義に照らして正しいことを実践すると
ともに、“Strategic Business Innovator（戦略的事業の革新者）”
として、現状維持で良いのか常に自らに問いかけることで、今後も
様々な事業活動を通じて社会課題の解決に貢献し、持続可能な
社会の実現と継続的な社会価値の向上を目指していきます。

サステナビリティ推進体制

SBIグループは創業以来、様々な事業活動を通じて社会の維持・
発展に貢献することを目指してきました。昨今、社会課題の解決に
よる持続可能な社会の実現と、持続的な企業価値向上の両立を
図ることの重要性がより一層増していることを踏まえ、当社は
2021年11月に「サステナビリティ委員会」を新たに設置しました。

SBIグループのマテリアリティ（重要課題）

SBIグループは、社会との共生により持続的に成長するため、
事業を通じて取り組むべき課題を抽出するべく、GRIスタン
ダードや「持続可能な開発目的（SDGs）」などの国際的な枠組
み・ガイドラインを踏まえ、「解決するべき社会・環境課題」と

「SBIグループの企業価値向上」の両軸で事業機会とリスクを
整理しました。
　そして、「課題解決に向けてどのような貢献が可能か」「課題
解決に向けた取り組みが中長期的なグループ戦略とアライン
するか」等の観点から優先的に取り組むべき課題を特定し、

「SBIグループのマテリアリティ」として策定しました。なお、本
マテリアリティについては、中長期的なグループ経営戦略の変
更や刷新、社会情勢の変化等を踏まえ、継続的に見直しを行っ
ていきます。

  経営戦略の一環としてサステナ
ビリティの戦略的な取り組みを
議論・決定

  サステナビリティへの取り組み
状況の確認や審議を行い、取締
役会に報告

  同委員会の運営を支援

   同委員会での審議を経て決定さ
れたサステナビリティ施策を、グ
ループ各社と連携し当社グルー
プ全体に展開・推進 

取締役会

サステナビリティ委員会
（委員長：代表取締役社長）

サステナビリティ推進室
（委員会事務局）

グループ各社

重要案件の付議、報告

報告

連携

指示・監督
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SBIグループのマテリアリティ（重要課題） 取り組み事例 関連する社会課題

新たな社会潮流や顧客ニーズを捉えた付加価値の創出

SBIグループは創業以来掲げる経営理念を堅持し、弛まず実践する
ことで成長し続けてきました。グループ全事業で貫いてきた「顧客中
心主義」や単一の企業では成し得ない相乗効果と相互進化による高
い成長ポテンシャルを実現する「企業生態系」によって、これからも社
会全体に貢献する革新的な金融ソリューションを創出していきます。

  一人ひとりのライフスタイルに沿った 
資産形成機会の提供

  顧客便益性を一層高める 
金融サービスの提供

  デジタルアセットを基盤とする 
企業生態系の構築

 P.22, P.24

新産業の育成と技術革新への貢献

テクノロジーこそが社会に新たな潮流を生み出すとの考えから、革
新技術を有するベンチャー企業等への積極的な「投資」のほか、それ
ら技術のSBIグループ内企業への「導入」、アライアンスパートナー
等への「拡散」を通じ、持続的な事業拡大とDX（デジタルトランス
フォーメーション）の加速といった社会変革を推進します。

  21世紀の中核的産業の創造および育成

   革新的な金融サービスの提供

  業界横断的な技術の拡散

ステークホルダーと協働した社会課題の解決と経済の活性化

業種業態に捉われず、あらゆるステークホルダーと協働し、互いの
持つ経営資源・ノウハウを融合させることで、新たな事業機会を創出
し、相互の持続的成長ひいては日本経済全体の活性化に貢献するこ
とを目指します。

  地方創生に寄与する事業の推進

  パートナー企業とのアライアンスの拡大と深化

  価値共創によるイノベーションの促進

 P.2, P.28

豊かで健康的なサステナブル社会の実現

グローバル社会において企業に求められる役割等を踏まえ、気候変
動リスクと機会への対応や人々の健康増進、生活の質の向上に向け
た取り組みを通じて、持続可能な社会の維持・発展に貢献します。

  環境分野の課題解決に資する投融資の実施

  自然災害に伴う損害を軽減する 
各種保険サービスの提供

  健康増進に資する5-ALA等を活用した 
医薬品・機能性表示食品の研究開発

  医療情報のデジタル化やビッグデータの 
活用による医療の高度化に貢献

多様な価値観を尊重し受け入れる組織風土の醸成

SBIグループは、人こそが創造性の源泉であり、競争力の源泉となる
差別化をもたらす主因であると捉えています。既存の概念に捉われ
ることなく、イノベーションを生み出す企業であり続けるため、多様
な人材がそれぞれの能力を最大限に発揮し活躍できる環境づくりに
努めます。

  ダイバーシティ&インクルージョンの推進

  従業員の能力開発を通じた 
人材価値の継続的な向上

  個性や人との違いを尊重できる 
柔軟な働き方の整備

 P.38

持続的成長を実現する企業体制の強化・充実

SBIグループは、急激な経営環境の変化に迅速かつ柔軟に対応でき
る経営基盤を構築する一方で、企業の社会性を強く認識していま
す。全てのステークホルダーとの信頼関係を一層深め、相互の発展
を図るべく、持続的な企業価値の向上に資するコーポレート・ガバナ
ンスの強化・充実に取り組みます。

  透明性・独立性が確保された 
意思決定プロセスの構築

  事業機会とリスクを想定した経営戦略の 
立案やリスクマネジメントの実行

  内部統制システムの整備と適正な運用

 P.40

詳細につきましては、当社ホームページをご覧ください。 	� https://www.sbigroup.co.jp/sustainability/policy.html
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